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会社名 セレンディップ・コンサルティング株式会社

住所 名古屋市中区栄2-11-7 伏見大島ビル

資本金 90,000千円

株主 役員・従業員、諸戸グループ

役員

代表取締役 高村 徳康
代表取締役 竹内 在
取締役 赤堀 政彦
取締役 内藤 由治
監査役 松山 豊
監査役 村松 髙男
顧問 清水 哲太

関連会社
佐藤工業株式会社
天竜精機株式会社
株式会社協立製作所

事業内容
1. 経営受託及び事業再生
2. 投資事業
3. 経営コンサルティング

セレンディップ・コンサルティング会社概要
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セレンディップは「セレンディピティ」の略で、

「価値ある楽しいものを見つける偶然」を引き起こすエネルギーは

自分自身の中にあるという観点から自身から沸き起こるエネルギーを

シンボル化いたしました。

実りの多い大木のように常にエネルギーを発し、ビジネスでの大きい成功

を実らせるという意味をロゴ化いたしました。
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ご清聴ありがとうございました。
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 独自の投資判断メソッド（DD~計画立案～PMI実行段階）
過去20件を超える投資実績をもとに、独自の投資判断メソッド、
DD基準及びPMI計画立案・実行基準を定めています。

1. 仮説100日プランの立案
過去20件を超える投資実績をもとに、DD前に100日プランを仮設で立案。必
要な経営者像を明確化（＝不足する会社組織を想像）。

2. デューデリジェンスによる仮設検証
デューデリジェンスにて、上記仮説を検証する材料を収集、分析し100日プ
ランを確定。乗り込む初日から当初3か月で行うことの大項目を明確化。

3. PMI初日のプロジェクト立案及びプロジェクトマネジメント
新・旧経営陣と共に300項目に及ぶ「出来ていない事項」の洗出しと優先・
劣後順位付け、責任者と現場担当者、スケジュールを確定。
これらを実行するために、当初の3か月で「見える化する項目（経営・財務
等）」を炙り出す。

買収後の経営改善の秘訣 ～経営前のステップ～
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セレンディップ・コンサルティング株式会社
取締役:内藤 由治/ Yoshiharu Naito
＜略歴＞

元ポッカコーポレーション名誉会⾧。 ソニーにて、フランス、スイスなど、8年間の海外勤務を経験。
ソニーフランスでは日本人代表として企業経営に参画。 また、ソニー経営企画室の担当課⾧として、ソニー
アジア戦略 を立案。
ポッカコーポレーションでは8年間にわたり社⾧として、経営改革に取り組む。執行役員制、カンパニー制の
実施、時価会計、キャッシュフロー重視経営、と様々な進取の経営改革を実施し、改革・改善に努めてきた。
21世紀に生き残れる企業構築を目指して2005年8月にMBO実施
2009年 セレンディップ・コンサルティング最高顧問、Sync Partners監査役に就任
2010年 名古屋向研会（大前研一氏の主宰する経営者ネットワーク） 幹事に就任 名古屋大学法学部卒業

18

＜略歴＞
元トヨタ自動車副社⾧、元トヨタホーム会⾧。
30 年余をトヨタの購買部門に身を置き、サプライヤーとの調和有る発展を目指し、鉄鋼集中購買制度の確立
世界最適調達制度の指向等、自動車メーカー世界No1 の達成に参画した。
2003年にトヨタホームに移り、恒常的赤字体質の抜本的改革をはかり、販社黒字化、愛知県シェアNo1、初の
5,000 戸達成を実現し、自社の黒字体質を確立した。
また1999年から日本産業能率大学大学院の客員教授として、後進の指導にあたる。
2011 年より名古屋で哲師塾を開校、若手経営者の育成に努める。現トヨタ自動車顧問、トヨタホーム顧問。
名古屋大学法学部卒業

セレンディップ・コンサルティング株式会社
顧問:清水 哲太/ Noritaka Shimizu

顧問ご紹介




